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●「平成 29 年７月九州北部豪雨」における消防機関の対応

（消防庁応急対策室／広域応援室／地域防災室）
　　　
●「津波災害時の消防団活動・安全管理マニュアル」の策定
　状況について

（消防庁地域防災室）
　　　
●消防団の組織概要等に関する調査の結果の概要

（消防庁地域防災室）
　　　　　　　　　

〈全国消防最前線 121〉
●いわき市消防本部
　災害に強く、信頼されるいわき消防
　（編集局）

〈消防団訪問レポート 82〉
●いわき市消防団
　地域住民の安全・安心を担う
　消防団活動は使命であり宿命である
　（編集局）

●消防ロボットシステムの評価試験を実施
　（四日市市消防本部）
　　
●平成 29 年度多数傷病者対応訓練を実施
　　～帰還困難区域での多数傷病者発生を想定～
　（双葉地方広域市町村圏組合消防本部）
　　
●魅力ある少年消防クラブに向けて
　　～ＡＲ（拡張現実）機能付ハンドブックを作成～
　（札幌市消防局予防部予防課）
　　　　
●平成 29 年度神奈川県国民保護共同実動訓練を実施
　（編 集 局）
　　
●ニューヨーク市消防局に学ぶ消防職員の大量新規採用対策



　（一般社団法人日本防災教育訓練センター 代表理事　サニーカミヤ）
　　
●ＮＦＰＡ ® 472 準拠 危険物質対応技術者養成ベーシックコースの体験について
　（公益社団法人日本火災学会 首都直下地震火災被害想定委員会専門委員　山本信一） 

　　　　　
●多言語化＋音声化でユニバーサル対応を実現する「QR Translator」
　－訪日外国人向けのインバウンド対応から災害対策への応用まで－
　（株式会社 PIJIN　代表取締役社長　松本恭輔）
　　
●飲食店厨房におけるダクト火災の現状と対策
　（一般社団法人日本空調システムクリーニング協会　花木俊介）
　　
●築地場外市場火災について
　（災害事例研究会代表　株式会社ジェネスプランニング代表取締役 工学博士　三舩康道）
　　
●わが国における自殺手段の疫学
　（北海道医療大学生命基礎科学講座　西　基）
　　　　　
●避難器具のこれからの方向性を考察する。
　「従来の避難器具に安心を確保する」新たな取り組みをリポートする。
　（編 集 局）
　　
●第８代東京消防庁消防総監・村山茂直氏が逝去

〔その他関連記事〕
●救急救命士養成研修の研修生による列車事故負傷者の救護措置の効を表彰
　（（一財）救急振興財団 救急救命九州研修所）

●拍子木の音を絶やさずに―「火の用心」は消防の精神
　（貫井正）

●久慈広域連合消防本部洋野消防署が開署
　（東北福祉大学兼任講師 後藤一蔵）

●三原市消防本部・三原市消防署の新庁舎が落成
　（三原市消防本部）

●自治体消防制度 70 周年記念「秋の火災予防コンサート」の開催
　（消防庁総務課）

●第 56 回火災科学セミナー －災害に学ぶ地域特性と課題－ を開催
　（（公社）日本火災学会）



●目黒消防署と目黒区浴場組合が防火防災に係る協定を締結
　（東京消防庁目黒消防署）

●消防士への憧れプロジェクト ファイアーバウム 販売開始
　（豊橋市消防本部／㈱アトムベーカリー）

----------
〈消防評論〉
●中小河川の洪水対策を進める
　　

〈時の視点〉
●避難生活を快適に
　～ゲームで学ぶ防災対策・ＨＵＧ～
　（国士舘大学 防災・救急救助総合研究所 教授　山﨑　登）

　　

〈連載〉
●伝令のすゝめ 1〈新連載〉
　指揮隊員に必要な知識を求めて～
　（指揮隊研究会）
　　　
●災害キーワード 1〈新連載〉
　活断層
　（防災情報機構会長　伊藤和明）
　　　
●城郭と防災 1〈新連載〉
　加藤清正が築城した熊本城と熊本地震
　（拓殖大学地方政治行政研究所附属防災教育研究センター副センター長・客員教授　濱口和久）
　　　
●赤色灯 1 〈新連載〉
　四代目・辺里鼓舞太参上
　（四代目　辺里鼓舞太）
　　　　　
●〈イグアナ・伝吉シリーズ〉1〈新連載〉
　特命：目で聞け 119 番・緊急通報！ “ ファイナル ”
　－聴覚障害者用 119 番受信システム構築物語－
　（文・那之津マイク／挿絵・締込み虎次）
　　　
●今さら聞けない資機材の使い方 57
　工具の正しい取扱い
　（豊田市消防本部南消防署消防２課救助警防担当　村山寛二）



●救急活動事例研究 15
・千葉市で行っている市民との協働による２つの「インストラクター制度」の紹介
　（千葉市消防局　飛鋪宏典）
・千葉市立青葉病院ワークステーションでの病院実習
　（千葉市消防局　田端隆司）

●救急事例報告 11
　高血糖による意識障害を呈した傷病者で瞳孔不全が観られた症例
　（札幌市消防局消防学校　篠原　健）
　　
●救急車からの 12 誘導心電図伝送で命を守る！２
　病院との信頼関係が６か月のスピード導入を実現
　上尾市消防本部＆上尾中央総合病院の取組
　　　
●解説！消防業務エッセンシャルズ第６改訂版
　チャプター 23　危険物・大量破壊兵器の危険性、性状、認識
　～特殊災害対応入門編　２～
　（㈱日本防災デザインＣＥＯ　熊丸由布治）

●考えながら学ぶ違反処理法学
　（違反処理研究会）
　　　
●消防職員の不祥事防止のためのワークショップ ４
　金銭不祥事の防止
　（（一社）日本防災教育訓練センター 代表理事　サニー カミヤ）
　　　
●災害図上訓練ＤＩＧを活用した災害対策あれこれ
　避難所運営ＤＩＧを目指して！
　（常葉大学社会環境学部准教授　小村隆史）
　　　
●ファイヤーダイアリー 2018 83
　消防法第８条の改正経過について
　（上萬治己）
　　　
●台湾の消防と消防人を訪ねて ５
　経済発展目覚ましい首都の台北市政府消防局
　旺盛なチャレンジ精神で先進的な消防行政を展開（前編）
　（消防・防災事情研究家 近代消防特任記者　加藤孝一）
　　　
●気象災害から学ぶ 108
　南海トラフ地震に関連する情報
　─直前予知できる前提からできない前提の運用へ─
　（青山学院大学非常勤講師・気象予報士（元気象庁）　饒村　曜）
　　　
●ポジティブ防災 12
　～子どもと一緒に学ぶ防災～



　（ポジティブ防災考案者　ロー紀子）
　　
●最近の災害（平成 29（2017）年 10 月）
　　
●安全・安心の窓 56　情報の見分け力
　（防災子）
　　
●一笑びん 10　騒音
　（松﨑俊道）
　
●あなたを活かす 接遇コミュニケーション 10
　上司と部下のパートナーシップ
　（㈱エンパワー 21　能勢みゆき）
　　
●守り人 68
  文化の維持分野　古典派音楽とサリエリ
　（文・吉田敏治／イラスト・葛窪真紀子）
　　
●日本のこころ 能のおはなし 82
　謡曲「二人静」
　（荒木慶司）
　　　
●最近の主な通知

〈平成 29 年 10 月 13 日～平成 29 年 10 月 30 日〉
登載通知＝
・住宅宿泊事業法に基づく届出住宅等に係る消防法令上の取扱いについて（通知）
　（平成 29 年 10 月 27 日付　消防予第 330 号）
・危険物規制事務に関する執務資料の送付について
　（平成 29 年 10 月 30 日付　消防危第 216 号）
　　　　
●昇任試験実力養成講座 № 610
　＝共通（消防士長・消防司令補）、消防司令、小論文〔解説付〕
　　
●予防技術検定模擬テスト № 115
　＝共通、消防用設備等、防火査察、危険物〔解説付〕
　　 「近代消防」論説委員 顧問・編集委員の紹介
　　
●〈特別付録〉消防ダイアリー 2018 年版

〈カラーグラビア〉
●第 23 回全国女性消防団員活性化広島大会（総務省消防庁／（公財）日本消防協会 他）
●第 100 回住宅防火防災推進シンポジウム（総務省消防庁）
●メキシコ地震災害に係る総務大臣感謝状贈呈式（総務省消防庁）
●救急隊に対する爆破テロに備えた教養を開催 新たな止血帯「四肢用ターニケット」を導入
　（東京消防庁）



●平成 29 年度神奈川県国民保護共同実動訓練
●糸魚川大火を教訓に大規模火災対応訓練（横浜市金沢消防署）
●第 26 回全国救急隊員シンポジウム（千葉市消防局／（一財）救急振財団）
●防災推進国民大会 2017 ／世界防災フォーラム／防災産業展一帯開催
●平成 29 年秋季全国火災予防運動 全国各地で多彩な取組
●平成 29 年度愛媛県緊急消防援助隊合同訓練（愛媛県消防長会）
●救助隊発足 50 周年記念イベント（川口市消防局）

　
〔消防防災の動向〕
●平成 29 年秋の消防関係叙勲伝達式を開催
　（総務省消防庁）
　　
●第 29 回消防関係危険業務従事者叙勲伝達式を開催
　（総務省消防庁）
　　
●平成 29 年秋の消防関係褒章伝達式を開催
　（総務省消防庁）
　　
●平成 29 年度消防設備関係功労者等表彰式を開催
　（総務省消防庁／（一財）日本消防設備安全センター）
　　
●メキシコ地震災害に係る総務大臣感謝状贈呈式を開催
　（総務省消防庁）
　　
●消防指令システム等の相互接続に関する研究会を開催
　（総務省消防庁）
　　
●消防団員の確保方策等に関する検討会を開催
　（総務省消防庁）
　　
●平成 29 年度全国メデイカルコントロール協議会連絡会を開催
　（総務省消防庁／厚生労働省）
　　
●津波防災スペシャルゼミ in 本郷
　（内閣府 等）
　　
●国際津波防災学会設立総会を開催
　（国際津波防災学会）
　　
●第 17 回全国中学生「防火防災に関する」作文コンクール審査結果を発表
　（（公財）日本消防協会／全日本消防人共済会）
　　
●九都県市のきらりと光る産業技術表彰式を開催
　（九都県市首脳会議）
　　



●平成 29 年度全国自主防災組織リーダー研修会を開催
　（（一財）日本防火・防災協会）
　　
●平成 29 年度地方公共団体の危機管理に関する研究会を開催
　（（一財）日本防火・危機管理促進協会）
　　
●第 19 回都市防災推進セミナーを開催
　（（公社）全国市有物件災害共済会／ NPO 法人 いのちのポー
タルサイト）

　　

〔イベント情報〕
●「建築物の防火・避難対策と建築基準法、消防法における防
災関係規定講習会」開催へ

（（一財）日本建築防災協会）

　　
〔カラーファイヤートピックス〕
●市境（県境）を越えて連携を強化 集団災害救急救助対応訓練
　（小山市消防本部・栃木県）
　（筑西広域市町村圏事務組合消防本部・茨城県）
　　
●関越自動車道高坂サービスエリアにて 多重衝突事故想定合同訓練
　（関越自動車道埼玉県消防連絡協議会）
　　
●火災予防功労者表彰と防火講演 防火のつどいを開催　
　（東京消防庁芝消防署）
　　
●湘南江の島海の女王を一日消防長に迎え 消防・救急フェアを開催
　（藤沢市消防局・神奈川県）
　　
●地元高校生によるパフォーマンス書道で火災予防普及啓発活動
　（諏訪広域消防本部・長野県）
　　
●２消防本部の境界にあるショッピングセンターで消防フェアを合同開催

（相楽中部消防組合消防本部・京都府）
（奈良市消防局）

●山岳救助技術の向上を目指して山岳救助想定訓練
（奈良県広域消防組合消防本部）
　　　
●大分市では初めてとなる災害救助犬チームとの合同訓練

（大分市消防局）
　　



〔ファイヤートピックス〕
●応援隊の強化を図る！近隣消防本部と合同訓練
　（入間東部地区消防組合消防本部・埼玉県）
●視界１メートル！濃煙内での消防活動
　（柏市消防局・千葉県）
●災害出動に備えて！ブリーチング訓練
　（袖ケ浦市消防本部）
●消防署・消防団による遠距離送水訓練
　（海老名市消防本部消防署・神奈川県）
●消防署内で緊急消防援助隊訓練
　（豊橋市消防本部・愛知県）
　　　　
●関西電力彦根電力所と合同訓練
　（東近江行政組合消防本部・滋賀県）
●国際消防救助隊連携訓練
　（湖南広域消防局・滋賀県）
●都市型検索救助技術（ブリーチング）訓練
　（京丹後市消防本部・京都府）
●実火災体験型訓練及び濃煙熱気訓練
　（堺市消防局）
●ミキサー車で消火用水を搬送、放水する訓練
　（東大阪市消防局・大阪府）

●国際緊急援助隊が顔の見える関係を構築
　（西宮市消防局・兵庫県）
●救助技術競技会
　（宝塚市消防本部・兵庫県）
●連携強化を主眼とした隣接３消防署合同訓練
　（奈良県広域消防組合消防本部葛城消防署・奈良県）
●警察・消防合同訓練でドローンを活用！
　（有田川町消防本部・和歌山県）
●自然災害を想定した八女地区総合防災訓練
　（八女消防本部・福岡県）

●未来の消防士めざし元気に宣誓！
　（北留萌消防組合消防本部消防署・北海道）
●火災予防ハロウィン祭
　（北見地区消防組合消防本部消防署置戸支署・北海道）
●高齢者の健康を守れ！予防救急ガイドブック
　（戸田市消防本部・埼玉県）
●私達が住民を守ります！
　（西入間広域消防組合消防本部・埼玉県）
●救急車の適正利用を呼び掛ける看板を設置
　（松戸市消防局五香消防署・千葉県）
●外国人からの通報に対応！多言語通訳システムを導入
　（坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部・埼玉県）



●大規模災害時の避難所運営を学ぶ
　（松戸市消防局西口消防署・千葉県）
●基本的知識を学ぶ！火災対応研修
　（相模原市消防局相模原消防署・神奈川県）
●ハラスメントのない職場づくりをめざして！
　（長野県消防職員協議会）
●君の手で命を救え！
　（熱海市消防本部・静岡県）
●集団救急に備えた救急研修会
　（大垣消防組合消防本部・岐阜県）

●子どもへの話し方とパワハラ防止研修会
　（大阪狭山市消防本部・大阪府）
●上司と部下のコミュニケーション
　（大分県消防学校）
●傷病者を復帰に導いた大きな勇気
　（衣浦東部広域連合消防局・愛知県）
●消防団協力事業所表示証交付式
　（西入間広域消防組合消防本部・埼玉県）
●秋季合同演習
　（熱海市消防本部・熱海市消防団・静岡県）

●桑名市学生消防団活動認証状交付式
　（桑名市消防本部・三重県）
●消防団員世帯の住警器を一斉交換
　（栗東市消防団・滋賀県）
●安全な地域社会を実現！女性防火クラブ研修会
　（高吾北広域町村事務組合消防本部・高知県）


